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はじめに

■GAPの管理は、生産に使用するすべての圃場や施設を明確にすること
からはじまります。そして、各々についてリスク評価を行い、管理手順
を作成し、記録を残します。Z-GISは管理の起点になる圃場や施設の情
報を総合的に管理できるため、GAP管理の思想に則したシステムといえ
ます。

【図1】 圃場や施設（Site)を起点とした管理のイメージ 2
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施設や設備まで一元管理可能です

■Z-GISでは、圃場に限らず生産に使用するすべての施設や設備を地図
上で明示し、情報を管理することができます。そのため、膨大な枚数の
地図や帳票に埋もれながら、日々の管理や審査対応を行う必要がなくな
ります。

【図2】 Z-GIS上での圃場、施設、設備等の管理画面
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農場管理の見える化が可能です

■Z-GISの色分や補助図形、写真格納などの機能を活用し、作業やリス
クの見える化を行うことができます。単に地図上で圃場区画を把握する
だけでなく、リスクマップや経路図、作業指示など幅広い目途で利用可
能です。

【図3-1】 凡例を色別し、サイトの状況やリスクを見える化
4

http://www.zennoh.or.jp/


【図3-2】 リスク箇所の写真を添付し、リスクを見える化

【図3-3】 出荷経路を見える化
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マニュアルや帳票類の体系的な管理が可能です

■GAPでは資料や帳票類の作成と同じく、その管理も重要になります。
Z-GISでは、作成した圃場や施設リストに紐付けて資料格納フォルダを
リンクさせることで、膨大な数のマニュアルや帳票類を体系的に管理す
ることができます。

【図4】 Z-GIS上でのマニュアルや帳票類の管理のイメージ
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初めての産地でも簡単に体制整備が可能です

■GAPに初めて取り組む産地には、予め標準様式をフォルダに格納した
テンプレートを配布します。その様式を元に、管理体制を整備すること
ができます。

【図5】 これまでのGAP認証取得支援の結果に基づく様式例
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次作の更新作業が簡単にできます

■予めポリゴンを作成したシートと様式を「様式フォルダ」に保存し、
フォルダごとコピーすれば、次作の更新が容易にできます。

【図6】 「様式フォルダ」管理のイメージ

ポリゴンを作成したシートや手順書、
記帳様式などを格納しておく

コピー

コピー
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団体事務局と生産者間で資料交換が容易になります

■団体事務局および生産者双方が、Z-GISクラウドを介することで資料
交換を容易に行うことができます。団体事務局が更新したマニュアルの
配布や、生産者が記帳した栽培管理記録等の回収が効率的にできます。

【図7】Z-GISクラウドを介した資料管理のイメージ

団体事務局 生産者

QMS資料の配布

栽培記録の回収

Z-GISクラウド
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